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熊
本
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
対
応
に
尽
力
、
協
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

【
地
域
防
災
計
画
と
現
実
対
応
…
】 

◆
４
月
14
日
、
４
月
16
日
を
中
心
と
し
た
熊
本
地
震
に
関
す
る

震
度
１
以
上
の
地
震
は
、
５
月
８
日
１４
時
現
在
で
１
３
０
１
回
に

達
し
て
い
ま
す
。（
参
照
・
気
象
庁
地
震
火
山
部
発
表
） 

 

兵
庫
県
南
部
地
震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
な
ど
、
度
重
な
る
地
震
災
害
、
さ
ら
に
は
、
風
水
害
な
ど

起
き
る
た
び
に
新
た
な
課
題
や
課
題
へ
の
対
応
策
の
見
直
し
が
示

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

◆
現
在
、
都
道
府
県
、
市
町
村
は
、
地
域
防
災
計
画
を
は
じ
め
、

同
計
画
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
対
応
方
針
と
い
っ
た
も
の
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
実
際
に
は
、
災
害
が

発
生
す
る
と
計
画
通
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
は
対
応
し
き
れ
な

い
課
題
が
出
て
き
ま
す
。
絶
え
ず
、
検
討
、
見
直
し
、
訓
練
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

◆
今
回
は
、地
震
で
行
政
庁
舎
が
被
災
し
て
使
用
で
き
な
る
事
態
、

道
路
網
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
う
事
態
、医
療
や
介
護
施
設
の
被
災
、

耐
震
工
事
を
行
っ
た
施
設
に
被
害
が
出
る
等
な
ど
の
事
態
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
庁
舎
は
、
危
機
管
理
の
中
枢
で
あ
り
、
避
難
所
、

救
援
物
資
の
集
積
施
設
に
つ
い
て
機
能
が
維
持
で
き
る
の
か
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
熊
本
地
震
で
は
、
大
き
な
揺

れ
が
、
二
回
続
け
て
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
て
対
策

を
考
慮
し
て
い
く
必
要
性
が
出
て
き
た
と
考
え
ま
す
。 

◆
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
が
派
遣
さ
れ
活
動
し
て
い
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
公
衆
衛
生
の
支
援
チ
ー
ム
も
熊
本
県

へ
派
遣
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
域
的
な
協
力
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
災
害
時
健
康
危
機

管
理
支
援
チ
ー
ム
」
と
い
う
も
の
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

時
、
救
命
救
急
、
治
療
継
続
、
精
神
面
へ
の
ケ
ア
と
い
っ
た
こ
と

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
で
き
る
の
か
、
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

◆
「
避
難
行
動
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
災
害
時
要
援
護
者
」
へ
の
支
援
が
具
体
的

に
機
能
す
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
て
、
課
題
は
何
か
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

◆
避
難
所
運
営
、
治
安
や
窃
盗
対
策
、
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
枠
を
超
え
た
事
態
に
ど
う
備
え
る
の
か
、
そ
し
て
具
体
的
に
活

動
で
き
る
の
か
、
ま
た
行
政
か
ら
の
確
か
な
情
報
発
信
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
に
な
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。 

◆
危
機
管
理
に
関
し
て
、
事
後
的
に
齟
齬
や
機
能
し
な
か
っ
た
点

を
論
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
象
を
真
摯
に
（
感
情

移
入
で
は
な
く
。）
検
証
し
、
課
題
を
抽
出
、
解
決
策
や
今
後
に
つ

な
げ
て
い
く
方
策
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。 



◆
い
ず
れ
に
し
ろ
、
事
前
の
計
画
に
沿
っ
た
対
応
が
難
し
い
の
が

災
害
対
策
で
あ
り
、
災
害
の
態
様
、
被
災
想
定
を
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

【
参
考
】
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
、
総
務
省
消
防
庁
地
域
防
災

計
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
国
立
保
健
医
療
科
学
院
健
康
危
機
管
理
支

援
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
総
務
省
消
防
庁
『
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
等
の
耐
震
化
推
進
状
況
調
査
報
告
書
』 

【
選
挙
と
候
補
者
に
つ
い
て
…
】 

◆
参
議
院
議
員
選
挙
を
迎
え
ま
す
。
野
党
は
、
選
挙
区
に
お
い
て

「
統
一
候
補
」
の
擁
立
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
成
否
は
、

選
挙
に
よ
っ
て
結
果
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

◆
国
政
に
お
け
る
「
無
所
属
」
の
候
補
者
は
、
仮
に
当
選
し
た
な

ら
ど
の
党
・
会
派
に
所
属
し
活
動
す
る
の
か
。
そ
し
て
、
消
費
税
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
外
交
安
全
保
障
、
経
済
財
政
、
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
な
ど
個
別
政
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
抽
象
論
で
は
な
く
、
具

体
的
施
策
と
賛
否
を
問
わ
れ
る
だ
け
に
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

◆
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
）
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ロ
ン
ド
ン
市
な
ど
の
議

員
や
首
長
な
ど
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
基
本
は
、
政
党
を
中

心
と
し
た
選
挙
と
な
っ
て
お
り
、
各
政
党
の
獲
得
議
席
が
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。候
補
者
の
属
性
や
数
、
投
票
率
、

選
挙
活
動
な
ど
、
調
べ
て
み
る
の
も
一
考
で
は
と
思
い
ま
す
。 

【
議
会
で
の
一
般
質
問
…
】 

◆
こ
の
議
会
に
は
、
補
正
予
算
、
条
例
は
多
く
提
案
さ
れ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
予
算
執
行
の
見
通
し
、
従
来
か
ら

の
施
策
の
執
行
状
況
、
議
員
と
し
て
聞
い
て
歩
い
た
声
と
い
っ
た

内
容
に
つ
い
て
「
一
般
質
問
」
を
展
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

◆
改
め
て
、
質
問
に
当
た
っ
て
の
事
前
調
査
を
十
分
に
さ
れ
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
質
問
し
よ
う
と
す
る
内
容
の
事
実
関
係
、

当
該
自
治
体
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
か
、
財
源
は
想
定
さ
れ
る
の

か
、
当
該
自
治
体
外
の
機
関
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
か
、
当
該
自

治
体
外
で
も
何
ら
か
の
働
き
か
け
は
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
し

た
ら
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
な
ど
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
質
問
す
る
事
項
で
、「
数
値
」
が
出
て
く
る
な
ら
、
そ
の
数
値
の

根
拠
、
算
定
の
背
景
、
信
頼
性
も
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。「
数
値
」
に
関
し
て
は
、
原
典
に
当
た
ら
な
い
と
、
取
り

違
い
や
誤
解
で
拡
散
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
統
計
か
ら
引
か
れ

た
数
値
な
ら
、
他
に
同
種
の
調
査
を
し
て
い
る
統
計
は
な
い
か
、

統
計
の
目
的
、
調
査
時
期
、
数
値
の
確
認
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
平
均
寿
命
や
出
生
率
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、

平
均
寿
命
は
、
平
成
26
年
で
男
性
80
・
50
歳
、
女
性
86
・
83
歳

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
年
に
０
歳
の
平
均
余
命
で
あ
り
、

因
み
に
60
歳
の
平
均
余
命
は
、
男
性
23
・
36
歳
、
女
性
28
・
68

歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
生
率
は
、「
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女

性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の
」（
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

◆
自
治
体
の
実
情
に
応
じ
た
質
問
展
開
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

（
平
成
２
８
年
第
２
回
議
会
用
原
稿
） 


